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　乗り心地に影響の大きい車体上下曲げ振動の低減に
はまず車体の振動特性の把握が重要となる。現状では
そのために走行試験と定置加振試験が別個に行われて
おり，コストや効率の面で課題がある。本稿で述べる
車両上下振動シミュレータは，可搬型加振器による加
振システムとデータ処理手法から構成され，走行試験
ではなく定置試験により定量的な乗り心地評価と振動
モード同定を行うことを目指して開発したものである。
　本稿ではまず，本手法の基本原理について説明する
とともに，その妥当性の確認と実現可能性に関する基
礎試験として実施した車両試験台試験結果について述
べる。さらに，2台の可搬型加振器を用いた定置加振
試験を行い，車両試験台における実走行模擬加振結果
を再現する事ができたので報告する。

（鉄道総研報告，2009年11月号）

図　実走行模擬加振によるPSD（図中では実測と表記）と開発した
システムにより推定したPSD，および乗り心地レベル（LT）の比較
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